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研究成果の概要（和文）：本調査は女性を標的としているため、まず女性の特徴を明らかにするため、一般人の
男女を対象(n=600)に調査を行い、MillerやGilliganの主張のとおり、女性は他者関係を重視することを確認し
た。次に、一般女性(n=500)と更生保護法人在所中の主として窃盗事犯女性 (n=36)を比較し、女性犯罪者はEPSI
尺度で測定した信頼性、統合性、自立性、自主性が乏しく、AAQ-Ⅱで測定した現実受容傾向が低いこと、また、
Maslowの欲求段階説のより下位段階の欲求に関心がある等の結果を得た。加えて、女性犯罪者の面接結果から
は、刑務所初入群の方が累入群よりも肯定的な語りが多いことも示された。

研究成果の概要（英文）：Since this study focuses females, first of all, a survey for general males 
and females (n=600) was conducted in order to clarify female characteristics.  The result shows that
 females tend to value the relation between others, as Miller and Gilligan insisted.  Next, a survey
 for general females (n=500) was compared to a survey for female offenders in a halfway house, most 
of them committed thefts (n=36).  The result measured by EPSI shows that the female offenders’ 
scores of trust, autonomy, initiative, and integrity are lower than general females’ ones.  The 
result measured by AAQ-Ⅱalso shows that female offenders tend not to accept their reality.  In 
addition, it is observed that female offenders tend to focus on lower-level needs based on the 
theory of Maslow’s hierarchy of needs.  Furthermore, comparing females firstly incarcerated with 
females re-incarcerated, the former’s content of episode tends to be positively than the latter’s 
one. 

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
犯罪・非行の認知件数・検挙件数は、この

数年、減少傾向が見られるものの、一般刑法
犯検挙人員中の再犯者率は、増加の途をたど
っている。このような状況下で、より安全な
社会を構築していくためには、犯罪歴を有す
る人の再犯抑止を標的とした効果的な働き
かけを行うことが求められている。 
ところで、男性犯罪者と女性犯罪者とでは、

犯罪に至る直接的な要因なり事件の動機な
りが異なることがしばしば観察される。女性
犯罪者の場合、伝統的な性役割が影響してい
ることがよくあり、異性関係の問題が犯罪の
端緒となっていることも少なくないと言わ
れている。また、精神疾患の罹患率、虐待等
被害経験を有する比率も、男性犯罪者に比べ
て女性犯罪者では高い。このような犯罪の至
る要因が異なるのであれば、それに応じた処
遇を行うことが再犯抑止につながろう。しか
し、犯罪者に占める女性の比率はそれほど多
くないことから、その処遇においても、男性
犯罪者を念頭において開発されたものを一
部修正する形で、女性犯罪者にも実施してい
ることが少なくない。 
罪種別にみると、一般刑法犯における認知

件数・検挙件数は、窃盗の占める割合が最も
高く、入所受刑者の罪名別構成比で見ても、
男女共に窃盗が第一位を占めている（法務省
法務総合研究所，2013）。したがって、窃盗
事案の減少への対策が、犯罪を減少させるこ
とにつながる。加えて、女性犯罪者において
は、男性犯罪者以上に窃盗の占める割合が高
くなっている。 
すなわち、女性の犯罪抑止に際しての働き

かけには、性差を踏まえる必要があり、その
比率の高い窃盗事犯者の実態を明らかにす
ることが、有効な処遇を検討するに際して有
用である、とまとめられる。 
 
２．研究の目的 
女性犯罪者の再犯抑止の手立てを考える

基礎資料を提供するために、女性による犯罪
で高い比率を占める窃盗犯を中心に、受刑後、
家族等に引き受けてもらえずに更生保護法
人に帰住するという再犯リスクの高い者の
実態を明らかにすることを目的とした。 
一般女性と比較して上記女性犯罪者が、ど

のような心的特徴や社会観をもち、また、自
身のこれまでの人生や将来観をどのように
とらえているかの差異を明らかにすること
にした。加えて、彼ら自身が自らの人生をど
のようにみなし、自身の事案をどのように受
け止め、今後の生活をどのようにとらえてい
るかという心証風景を明らかにすることと
し、その質的差異を刑務所の初入群と累入群
で比較することにした。 
なお、これらの研究を行う前提となる以下

の点の確認も行うこととした。 
まず、今回の調査は女性を標的とするもの

であるが、そもそもどのような男女差が存在

するのであろうか。Miller(1986)は、女性の
自己感覚は、結びつきや関係を作り、維持す
ることをめぐって形成されるとし、すなわち、
女性は他者との関係を築いたり持続させた
りする中で成長していくと主張している。
Gilligan(1982)も、男女の道徳性の発達には
違いがあるとしている。男性には、自立性の
獲得、個人主義的な権利主張の能力、抽象的
基準に基づく正義の判断の能力などの発達
が顕著に見られる、とする。一方、女性にお
いては、人間関係への文脈的理解、他者への
配慮などの成熟が顕著に見られると主張し
ている。すなわち、Miller や Gilligan が女性
の特徴と位置づける他者関係を重視すると
いう側面に、一般人の男女差が存在するのか
どうかを確認することにした。 
つづいて、今回の女性犯罪者の自身につい

ての心象風景を明らかにするための面接調
査 で は 、 英 国 の 男 性 犯 罪 者を 対 象 に
Maruna(2001)が用いた人生物語面接手続き
の手法を用いることにした。この手法は、
McAdams が開発したものであり、その面接
結果のコード化において、McAdams(2001)
は、人間が生きていく基本的様相として、自
己統御、社会的地位と成功、達成と責任、エ
ンパワメントを要素とする主体性(Agency)
と、愛・友情、会話、世話・援助、統合を要
素とする関係性(Communion)があるとして
いる。そこで、このコード化の適否を確認す
るために、これらの要素が上記の 2 分類とな
るかどうかを確認することにした。 
また、上記 Maruna(2001)では、犯罪継続

群と犯罪離脱群の面接内容の比較において、
後者は前者に比べて「世代性（Generativity）」
の内容を多く語る結果であったとする。すな
わち、Maruna(2001)では、この世代性が犯
罪持続を左右する鍵概念であると示してい
るわけだが、そもそもこの世代性の概念は、
Erikson(1963)が中年期の発達課題として提
示したものである。 
この Erikson の世代性の概念について、

McAdams ＆ de St. Aubin (1992)は整理し、
「次世代の世話と責任(若年世話)」「コミュニ
ティや隣人への貢献(地域貢献)」「次世代のた
めの知識や技能の伝達(情報伝達)」「永く記憶
に残る貢献・遺産(遺産)」「創造性」の 5 側面
を設定した世代性を測定する尺度 Loyola 
Generativity Scale (LGS)を作成している。
しかし、我が国では、丸島・有光(2007)が LGS
を基に、我が国の文化的背景を念頭において
項目を追加して改正版世代性尺度を作成し
たところ、McAdams らが挙げた因子として
は「創造性」が抽出されたのみで、ほかには、
「世話」、「世代継承性」の因子が抽出される
結果になっている。ただし、田渕・中川・権
藤・小森 (2012)では、LGS により近く、
McAdams らの 5 側面それぞれの概念に即し
た日本語訳を作成するよう試みた日本語版
Generativity 尺度を作成し、確認的因子分析
を行ったところ、McAdams らが想定したの



と同様の 5 因子構造が支持され、ただし、そ
のうち 3 因子の信頼性係数は.62～.65 と低か
った、との結果となっている。上述のとおり、
この世代性の概念は犯罪持続と関連するも
のであることから、再度、因子数及びその内
容を確認することにした。 
 
３．研究の方法 
＜調査１＞ 
 【調査協力者】調査会社を通じてインター
ネット上で調査募集を行い、インターネット
上での無記名回答を求めた。全国に在住の 36
～40 歳、51～55 歳、66～70 歳の男女それぞ
れ 100 名ずつ、合計 600 名。 
【調査内容】以下①～⑤の調査を実施した。 
①McAdams(2001)のコード化で、主体性

の要素として自己統御、社会的地位と成功、
達成と責任、エンパワメント、一方、関係性
の要素として愛・友情、会話、世話・援助、
統合が挙げられているとから、それぞれの概
念を示す質問項目を作成の上、測定した。 
②女性は他者関係を重視する特徴を有す

るとの Miller や Gilligan の主張を確認する
ために、三柩(1998)の相互協調的自己観（人
間関係の中で自己を規定していく在り方）・
相互独立的自己観（関係から分離して他者か
ら隔たる在り方）尺度について、具体的他者
への言及部分を除いて使用した。 
③他者との関係性の詳細を明らかにする

ために、竹澤・小玉(2004)の対人依存欲求尺
度を用いた。同尺度は、情緒的依存（他者と
の情緒的で親密な関係を通して自らの安定
を得たいとするもの）と、道具的依存（自身
の課題や問題解決のために、他者からの具体
的な援助を求めようとする）を測定するもの
である。加えて、人に依存するのとは逆に、
人からの依存を自らが受け入れることも実
際にはありうると想定されることから、後者
を含めた項目を用意し、測定した。 
④田渕他(2012)の参考にしながら、

McAdams の 5 側面を踏まえて新たに加えた
項目を含む世代性に関する 30 項目（「次世代
の世話と責任」7 項目、「コミュニティや隣人
への貢献」7 項目、「次世代のための知識や技
能の伝達」7 項目、「永く記憶に残る貢献・遺
産」6 項目、「創造性」4 項目）を測定した。 
⑤Diener, Emmons, Larsen & Griffin の

人生満足度尺度（SWLS）日本語版（Uchida, 
Kitayama, Mesquita, Reyes, & Morling, 
2008）の 5 項目も調査した。 
＜調査２＞ 
【調査協力者】調査会社を通じてインター

ネット上で調査募集を行い、インターネット
上での無記名回答を求めた。25～34 歳、35
～44 歳、45～54 歳、55～64 歳、65～75 歳
の各層 100 名、計 500 名の一般女性。 
【調査内容】以下①～⑧の調査を実施した。 
①人生の各発達段階の到達程度を測定す

るため、中西・佐方(2001)のエリクソン心理
社会的段階目録検査 EPSI を用いた。 

②上記①で信頼感も測定してはいるもの
の、自己信頼、他者心理、不信とその詳細を
分析的にとらえるため、天貝(1997)の成人版
信頼感尺度を用いた。 
③セルフ・コントロールが十分でないこと

が、犯罪に走らせる要因であるとする研究が
多いため、杉若(1995)の習慣的な行動を新し
くてより望ましい行動へと変容させていく
改良型セルフ・コントロールと、ストレス場
面で発生する情動的・認知的反応を制御する
調整型セルフ・コントロール尺度を測定した。 
④人は誰でも人生で幾多の苦境等に出合

うのであって、その体験を回避せずに受け入
れることができないことが犯罪に導く可能
性があることから、同傾向を木下・山本・嶋
田 (2008) の Acceptance and Action 
Questionnaire-II (AAQ-Ⅱ)で測定した。 
⑤物事への取り組み方を明らかにするた

め、神村・海老原・佐藤・戸ヶ崎・坂野(1995)
対処方略尺度 TAC-24 を測定した。 
⑥どの範囲の人への影響や評価を考慮し

て行動しているかという行動基準を明らか
にするため、菅原・永房・佐々木・藤澤・薊
(2006)が行動選択の参照枠として提示した各
概念に相当する項目を作成の上、測定した。 
⑦調査１⑤同様、人生満足度を測定した。 
⑧人生での最良、最悪の各経験の時期、そ

れらに加えて、今後やりたいことの、内容及
び充足される（ない）欲求の種類を測定した。 
＜調査３＞ 
【調査協力者】更生保護法人に在所中の成

人女性（窃盗事犯者が中心）で調査協力に同
意を得られた 36 名(刑務所の初入群 19 名、
累入群 17 名、平均年齢 48.3 歳)。 
【調査手法】各調査協力者に質問紙調査と

面接調査を実施した。 
（１）面接調査 McAdams(2008) の人生物
語面接手続きを邦訳し、それに従って面接調
査を行った。具体的面接内容は、Ａ.自身の
人生物語（2～7 章程度の章立てとし、それぞ
れの簡単な内容）、Ｂ.人生物語における大切
な光景（①最良の経験、②最悪の経験、③転
機、④子ども時代の良い記憶、⑤子ども時代
の悪い記憶、⑥大人になって以降の非常に鮮
明な記憶、⑦賢く振る舞えた出来事、⑧スピ
リチュアルな経験）の具体的内容、Ｃ.将来
の筋書き（Ａ.の物語の次章、夢・希望・計
画、人生でしたいことや既にし始めているこ
と）、Ｄ.人生で出遭った難題（①最大の難題、
②自他の健康問題、③喪失体験、④最大の失
敗・後悔）、Ｅ.信条（①宗教観、②政治観、
③宗教観や政治観がどのように変遷してき
たか、④人生で最も大切にしている価値観）、
Ｆ.人生における主題、であった。 
 調査協力者は、調査実施者と、原則、事前
に顔合わせを行っており、上記面接は 2時間
を目途に行なわれた。録音許可を得られた調
査協力者の面接内容は、文字起こししたもの
を、McAdams(2001)､McAdams, Diamond, 
& de St. Aubin (1997)、McAdams & de St. 



Aubin (1992)等を参考にコード化をした。 
（２）質問紙調査 調査２の①～⑥に加えて、
犯罪者思考の強度を明らかにするため、
Walters(2013)の PICTS（The Psychological 
Inventory of Criminal Thinking Styles, 
Ver4：犯罪者思考心理目録）の下位尺度が測
定する概念を示すと考えられる項目を測定
した。 
 
４．研究成果 
（１）調査１で測定した主体性と関係性につ
いては、因子分析の結果、2 因子が抽出され、
それぞれの要素は想定された因子において
負荷量が高い結果となった。その要素で構成
される尺度の信頼性係数αは、それぞ
れ.815、.863 と高かった。 
 三柩(1998)の相互協調的自己観・相互独立
的自己観の尺度については、想定と違った箇
所の負荷量が高い項目が1項目あったことか
ら、その項目を除いて分析することとした。 
竹澤・小玉(2004)をもとに測定した対人依

存欲求については、因子分析をしたところ、
想定された2因子双方に高い因子負荷量を示
す項目などがあったことから、それらを除い
て再度項目選定を行った。また、他者の自身
への依存提供についても同種の検討を行っ
た。その結果作成された、求一緒、求支援、
一緒提供、支援一緒の各尺度の信頼性係数α
は、.856、.951、.860、.965 と高かった。 
世代性についての因子分析の結果は、若年

世話と情報伝達を合わせた世話伝達因子(7
項目)、地域貢献因子(5 項目)、創造性と遺産
を合わせた創造遺産因子(6 項目)の 3 因子が
抽 出 され、 そ れぞれ の 信頼性 係 数 α
は、.916、.933、.904 と高かった。McAdams 
が挙げる 5 因子は抽出されなかったが、内容
的には、前世代からの継承の役割、時間軸で
はなく空間的な普及を図ること、後世に残る
ものを生み出すこと、が抽出されたと解釈で
き、丸島・有光(2007)と類似の結果であった。 
そして、これら測定した尺度の男女差を検

討したところ Table 1 のとおりであった。
MillerやGilliganの主張が支持される結果で
あったとまとめられる。 

Table 1 各尺度の男女比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）一般女性と女性犯罪者の 2 群の測定結
果は、Table 2 のとおりである。EPSI の下位

尺度のうち、信頼性、自律性、自主性、統合
性において有意差が認められる。それぞれの
発達課題に直面する中で、それ以前には獲得
したものであっても揺らぐ可能性はあるが、
本調査時点の状態として、一般女性に比べて
女性犯罪者の方が、信頼性がなく、自律性や
自主性に乏しく、統合性に欠いているという
結果である。また、成人版信頼感尺度の結果
からは、自己信頼、不信に有意差が認められ、
一般女性に比べて女性犯罪者の方が、自己を
信じられず、不信の念が高いことがわかる。 
また、AAQ-Ⅱの結果からは、一般女性に比
べて女性犯罪者の得点が低く、体験を回避し
て受け入れない傾向があることが示された。 
一方、今回測定したセルフ・コントロール

に関しては、有意差は認められず、本人たち
が自認するレベルの違いがあるとはいえな
い結果であった。また、TAC-24 で測定した
ストレス下の対処方略についても、有意差が
認められなかった。 
このほか、行動基準については、一般女性

よりも女性犯罪者の方が社会や世間からの
評価や影響に頓着しないと想定していたが、
一般女性よりも女性犯罪者の方が、自分への
影響を考えないという結果が得られた。 
 

Table 2 各尺度の一般・犯罪者の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（３）一般女性を対象に測定した人生満足度
について、EPSI の各尺度、成人信頼感、セ
ルフ・コントロール、AAQ-Ⅱ、TAC-24、の
各尺度を投入し、重回帰分析（ステップワイ
ズ）を行ったところ、Table 3 に示した結果 



Table 3 人生満足度に対 となった。人生満 
する単相関・重回帰分析 足度は EPSI の統 

合性と特に関連が  
強いことがうかが 
える。加えて、 
EPSI の信頼性や           

            同一性が高いほど、  
            また、TAC-24 のう  
            ち、肯定的解釈を 
            したり情報収集を  
            したりする対処方 
            略をする者ほど、 

 人生満足度が高い           
            という結果が示さ     
れている。                  
 上記のとおり、一般女性と女性犯罪者を比
較すると、EPSI の信頼性、統合性に有意差
が認められていることから、女性犯罪者の人
生満足度は低いことが推察される。 
（４）一般女性と女性犯罪者の 2 群で、人生
での最良、最悪の各経験及び今後したいこと
について比較検討した。前者は質問紙により、
後者は面接内容から調査実施者がコード化
をした。 
その結果、いずれの群も最良経験の時期に

ついて 20 代である比率が多く、経験時期に
顕著な違いは認められなかった。最悪経験に
ついては、一般女性では 10 代、女性犯罪者
では 20 代の比率がそれぞれ高かったが、経
験時期の分布に、有意差は認められなかった。 
最良経験や最悪経験の内容は、Hayes & 

Smith (2005)の価値の領域を参考に分類（た
だし親を加えた）した。両経験共に、一般女
性はパートナーに関連することを挙げる比
率が高い一方、女性犯罪者は親、子育て、親
やパートナーや子以外の家族に関連するこ
とを挙げる比率が高かった。女性犯罪者は、
パートナーよりも親や子への関心が強いと
いう結果と言える。 
最良体験で充足された欲求については、

Maslow(1954)が提示する欲求段階に加えて
McAdams が主張する世代性に関連した他者
貢献を含めた選択肢の中から、最も当てはま
るものに分類したところ、両群共に、自己実
現欲求、所属欲求の順に該当者が多かったが、
安全欲求を挙げる比率は、一般女性に比べて
女性犯罪者が有意に高い結果となっていた。 
また、最悪経験において充足できなかった

欲求については、両群共に安全欲求、所属欲
求の順に該当者が多かった。一般女性では上
記選択肢のいずれにも非該当と回答する者
が多く、その点を勘案する必要はあるものの、
一般女性に比べて女性犯罪者は、安全欲求や
所属欲求が満たされなかったとする比率が
有意に高かった。安全欲求というより低次の
欲求の充足が、一般女性に比べて女性犯罪者
では課題になっているという結果である。 
 今後したい内容については、一般女性では
非該当を除き健康を挙げる比率が最も高く、
また、女性犯罪者では仕事を挙げる比率が最

も高く、両群に有意差が認められた。このほ
か、将来充足した欲求については、一般女性
は自己実現、他者貢献の順であり、このうち
他者貢献については女性犯罪者に比べて有
意に高い比率であった。一方、女性犯罪者は、
愛・承認欲求を挙げる比率が最も高く、一般
女性に比べて有意に高い比率であった。一般
女性に比べて女性犯罪者の方が、より低次な
欲求充足を求めているとまとめられる。 
（５）女性犯罪者のうち、刑務所の初入群と
累入群で比較した。その結果、測定した尺度
のうち、両群に有意差が認められたのは
TAC-24 のうち計画立案、行動基準のうち自
分影響、PICTS のうち超楽観主義であり、初
入群の方が計画性がなく、自分への影響を考
えず、楽観過ぎであるとの結果であった。 
 また、面接内容をコード化したもので刑務
所の初入群と累入群で比較した結果、関係性
の要素である愛・友情を育くんだというエピ
ソード数、及び、子ども時代に人から親切を
されたエピソード数に有意差(p<.05)が認め
られ、いずれも初入群が累入群よりも多いと
いう結果であった。また、悪いことが良い結
果を導いたという回復(redemption)の叙述
のエピソード数にも有意差(p<.01)が認めら
れ、初入群が累入群よりも多く、その結果、
自己成長につながったという内容のエピソ
ード数が累入群よりも初入群に多い傾向
(p<.10)が認められた。加えて、語りの感情ト
ーンとしては、「喜び」を伴う語りが初入群
に多い傾向(p<.10)がある一方、「恐れ・不安」
を伴う語りは累入群に多い傾向(p<.10)が認
められた。累入群に比べて初入群の方が、肯
定的語りが多かったとまとめられる。 
 なお、今回の語りの比較は犯罪離脱群と犯
罪持続群の比較ではなく、刑務所歴であった
ため、世代性のエピソード数に有意な差は認
められなかった。 
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